
課題②
（様式３－１－②）

課題名②

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①農業者や地域が必要とする課題で
あるか

3 3
・社員の定着率、気候変動による病害虫の対策な
ど、最近の課題をとらえている。

・引き続き農業者からの聴取や関係機関との情報共有により、
適切な課題設定を行う。

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者、地区）
の選定は適切であるか

2 4
・各課題に対して、それぞれ法人、品目ごとに抱え
ている問題を適切に把握して、選定できている。

・引き続き各農業者の状況を把握したうえで、適切な対象選定
を行う。

③関係機関とうまく連携して活動して
いるか

2 4

④活動（活動方法、時期、手段）は適切
であるか

4 2

⑤専門的な技術・情報を活用して効果
的な活動が行われているか

3 3

活動の
成果

⑥農業者や地域・産地等の育成や成
長に効果が上がったか

2 3 1
・新品種の取組が活発に行われている。
・直播技術、再生二期作の確立が進んでいる。
・生産者の利益向上が期待できる。

・活動成果は実証農家以外への波及はまだ進んでいないものも
多い。さらなる実証や農業者の意見を参考に、農業者や地域・
産地等の育成・成長に効果的な形で普及を図る。

⑦他の課題や他農業者、地域への波
及性があるか

1 4 1

⑧結果が十分でないものは今後の対
策が考えられているか

3 3

活動体制・
活動方法

・地力窒素分析、ドローンによる殺虫剤散布など、う
まく連携が取れている。
・活動方法、時期ともに適切に行われている。
・過去の実証の問題点を次回に活かす取組が行わ
れている。

・引き続き効果的な活動が行えるよう、関係者との連携、専門的
な情報や過去の活動結果を活かした活動を行う。

活動の
波及性
と改善

・地力窒素分析を活用して甘藷のつるぼけ対策が
期待できる。
・満足度調査については、第三者によるやり方が社
員の声を拾いやすく、定着に活かせる。
・ドローンの風の影響を検証できると良い。

・地力窒素分析は、甘藷のつるぼけ対策等、波及効果の高い活
用について積極的な普及推進を行う。
・従業員職務満足度調査は、実施した農業者からの評価も参考
に、今後も大規模経営体を中心に、より取り組みやすい形（外国
人対応等）での調査実施を提案していくとともに、調査結果か
ら明らかになった課題の解決支援を行っていく。
・ドローンの活用については、ドリフトへの懸念の意見が多く挙
げられたことも踏まえ、研究機関等の検証情報収集等によりド
リフト対策を検討したい。

令和７年度外部評価会　集計表（農業者用）

露地野菜経営体の生産性向上支援（南薩地域の畑作物生産の安定と稼げる農業経営の確立）

項目 評価の視点

評価結果（人）
外部委員からの

意見・提言
意見・提言等に対する改善策や

普及指導計画への反映等

所属名： 南薩地域振興局農林水産部農政普及課

課題②
（様式３－２－②）

課題名②

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①課題は地域の農業振興上、重
要な課題であるか 5 2 － －

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者、地
区）の選定は適切であるか 4 3 － －

③関係機関と連携して活動して
いるか 3 3 1

④活動（活動方法、時期、手段）は
適切であるか 4 3

⑤専門的な技術・情報を活用して
効果的な活動が行われているか 2 4 1

⑥農業者や地域・産地等の育成
や成長に効果が上がったか 3 4

⑦指導対象が積極的に課題解決
にあたるようになったか 3 4

⑧他の課題や他農業者、地域へ
の波及性があるか 4 3

⑨結果が十分でないものは今後
の対策が考えられているか 2 5

活動体制・
活動方法

・市との共有はあるが、ＪＡとの情報不明。

・園芸振興協議会技術部会等で情報共有しているものであ
る。しかし、系統外農家を対象とした活動内容については、共
有不足の部分もあるため、活動成果の波及を図るため連携
を強化していきたい。

活動の
波及性
と改善

・地力窒素の分析が２日程度で可能になったことは、適正
施肥、コスト低減につながることから、その周知にも力を
入れていただきたい。
・ドローンの操縦技術の向上対策をやってほしい。
・経営体の労働力確保対策、経営支援を強化する取組等
の提案がほしい。

・地力窒素分析の活用については、実証を継続するととも
に、これまでに周知できていない農業者へも周知できるよう
な活動を行う。
・ドローン操縦技術に関しては、12/10に研修会「農薬散布ド
ローン事故防止セミナー」を実施した。ドローンの活用は今後
増加すると思われるため、県の研修会等を活用したい。
・労働力確保等、経営支援手法については、情報収集等によ
り効果的な手法を検討し、今後の活動に反映する。

活動の
成果

・減肥により収量が向上した点は評価します。データ実証
を重ねていって、地域への普及をお願いします。
・減肥の実証を継続して、栽培技術の確立･普及に取り組
んでほしい。

・地力窒素分析の減肥への活用は、波及効果も高いものと考
えられるため、地力窒素の高いほ場や、つるぼけ対策も期待
できるさつまいもほ場等での実証を継続し、普及を推進す
る。

令和７年度外部評価会　集計表（関係者用）

露地野菜経営体の生産性向上支援（南薩地域の畑作物生産の安定と稼げる農業経営の確立）

項目 評価の視点

評価結果（人）
外部委員からの

意見・提言
意見・提言等に対する改善策や

普及指導計画への反映等

所属名： 南薩地域振興局農林水産部農政普及課



２ 南薩地域の畑作物生産の安定と稼げる農業経営の確立                 

 露地野菜経営体の生産性向上支援 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 対象                               

（１）露地野菜経営体 14 戸 

（大規模経営体・青年農業者ほか） 

                                                                                                                             

２ 課題を取り上げた理由                               

（１）大規模経営では，ほ場の多さや点在によ

り，ほ場や栽培管理の効率化が必要である。 

（２）規模拡大に伴い，労力確保や労務管理が

課題となっている。 

（３）生産コストの上昇への対応が必要である。 

（４）気候変動による病害虫や生育不良への対

策が必要である。 

３ 活動の内容及び成果             

（１）大規模露地野菜農家の生産性向上対策支

援（経営体支援） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

地域の核となる大規模経営体や大規模志

向の青年農業者を重点支援対象とし，個々の

状況に応じた課題解決支援を行った。 

令和７年度は，従業員職務満足度調査によ

る労務管理等の課題整理や，施肥や病害虫防

除の改善提案，GAP 認証取得支援等を行った。 

 

（２）技術改善やスマート農業技術による生産

の効率化支援（技術実証・推進） 

大規模経営体や技術改善意欲が高い経営

体を対象に，経営・生産管理システムや，地

力窒素診断に基づく適正施肥，スマート農業

技術等，生産改善技術の現地での実証や研修

等を通じた活用推進に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 地力窒素診断に基づく適正施肥推進 

近年，地力窒素分析の手法が簡易・迅速化

され，適正施肥による生産コスト削減や生産

性改善への活用が期待されている。 

これを受け，令和２年度より，地力窒素診

断に基づく適正施肥提案と実証，周知活動に

取り組むとともに，南九州市頴娃農業開発研

修センターでの分析体制を整備した。 

（ア）地力窒素診断に基づく適正施肥実証 

令和７年度は，ばれいしょについて実証を

行った。地力窒素の分析結果に基づき，基準

成果の要約 
１ 露地野菜大規模経営体や青年農業者の生産・経営課題解決支援として，令和７年度は従業

員職務満足度調査や施肥・病害虫防除の改善支援，GAP 認証取得支援を行った。 

２ 令和２年度より地力窒素診断に基づく適正施肥推進に取り組んできた。令和７年度は，ば

れいしょの施肥実証に取り組み，減肥しても収量および収益性が向上することを確認でき

た。主要品目ほ場の令和４～７年度の地力窒素分析結果は，3mg/100g 乾土程度だが，堆肥

多用ほ場等，約 25%のほ場は，減肥可能な 4mg/100g 乾土以上だった。 

３ 令和５年度よりキャベツの農業用ドローンによる防除実証に取り組んできた。殺虫剤散布

は，秋冬作については防除効果に課題が残ったが，使用時期によってはドローンの実用性

があると考えられた。 

写真２ にんじんのドローン活用実証 

写真 1 従業員職務満足度調査 



施肥（N:12kg/10a）に対して，30%減肥区，20%

減肥区，20%増肥区を設置した。 

減肥区の収量はいずれも基準施肥区を上

回り，10a あたり収益性は，基準施肥区に対

して，30%減肥区で 11 千円，20%減肥区で 19

千円向上した。 

一方，20%増肥区は，収量が基準施肥区の

75%の 1.7t/10a となった。病害の発生による

減収もあったため継続検討が必要である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

（イ）これまでの主要品目地力窒素分析結果 

農政普及課と南九州市研修センターでの

令和４～７年度の分析の結果，主要品目（だ

いこん，キャベツ，にんじん，ばれいしょ，

根深ねぎ，ごぼう，さつまいも）のほ場の地

力窒素量は，概ね 3mg/100g 乾土程度で県内

平均同様だが，堆肥多用ほ場等（約 25%）で

は減肥目安となる4mg/100g乾土以上だった。 

今後は，分析結果の推移（地力窒素の蓄積）

も考慮した適正施肥推進や，さつまいもの窒

素過剰ほ場の減肥推進（つるぼけ対策）に重

点的に取り組んでいく。 

 

イ キャベツのドローンによる防除検討 

キャベツのドローンによる防除の普及推

進のため，令和５年度より，殺虫剤および殺

菌剤の散布実証を行った（殺菌剤調査中）。 

（ア）秋冬作の害虫防除検討（令和６年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ｱﾌｧｰﾑｴｸｾﾗ顆粒水和剤による１回目散布は，

慣行のブームスプレーヤ（以下，ブーム）に

よる散布ほ場，ドローンによる散布ほ場とも

に，散布前は害虫（主にヨトウムシ類・オオ

タバコガ）の発生が少なく，散布 10 日後に

害虫数が増加した。ブームによる方がドロー

ンの場合より害虫増加が大きく，ドローンは

ブーム同等以上の効果である一方，ｱﾌｧｰﾑｴｸｾ

ﾗ顆粒水和剤の防除効果は低いと考えられた。 

２回目にﾌｧｲﾝﾄﾘﾑ DFをドローンで散布した

ほ場では，害虫は減少したものの，10 頭以上

/10 株と生き残りが多く推移した。散布前に

害虫発生が多かった影響も考えられ，防除タ

イミングも重要と考えられた。 

（イ）春作の害虫防除検討（令和７年度） 

１回目にﾍﾞﾈﾋﾞｱ OD，２回目にﾄﾙﾈｰﾄﾞｴｰｽ DF

をドローンにより散布したところ，１回目散

布 15 日後から展開葉被害が見られ，2回目散

布 12 日後から被害が拡大し，19 日後からコ

ナガが見られた。よって，ﾍﾞﾈﾋﾞｱ OD は最長

14 日程度，ﾄﾙﾈｰﾄﾞｴｰｽ DF は 12～18 日程度害

虫抑制効果があったと考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）殺虫剤散布の評価 

実証結果や農家への聞き取りから，キャベ

ツのドローンによる殺虫剤散布は，秋冬作は

防除効果に課題が残ったが，使用時期によっ

ては実用性があると考えられた。 

今後は，農薬登録状況に応じて散布体系の

検討を進めていくとともに，防除作業の効率

化をはじめとしたドローンの様々なメリッ

ト・デメリットを実証結果と併せて紹介し，

ドローンの普及推進を図る。 

４ 今後の課題                                  

（１） 大規模経営体や青年農業者の課題解決

支援の継続 

（２） 生産改善技術の実証や推進の継続（新た

に高温対策技術の検討を含む） 

５ 担当した普及職員（○はチーフ）          

  ○柳川，井出 

表１ ばれいしょ施肥実証結果 

図１ 散布前後のチョウ目害虫

図２ 散布前後の展開葉被害率・コナガ頭数（春） 














